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如
何
t
！
　
＝
－
　
R
す
か

合
納
期
が
泉
だ

こ
な
る
こ
そ
の
金
策
は

宛
難
ぶ
蜜
蜂
も
共
同
ご
持
久
に
よ
＾
汀
｝

山
の
蜜
を
貯
へ
元
寸
す
　
　
一

　
貯
畜
組
合
6
1
・
作
6
ま
せ
う
ー
　
　
　
｝

　
　
自
分
の
爲
に
！
　
　
　
一

束

る
べ
う
耽
ム
Ψ
攻
勢
に
伽
∴
ζ
亨
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I

本
年

度
の
税
の
納
期
は
1
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今

－
に

lll1［All

c
l

〈

）
○

　
　
　

　
一
－
I

叫
p
「
ユ

　
　
　
　
　　　　　l
。
丁
二

・

叫
二

　
　
　
　
　
　
　

一

示
に
撚
羅
興
蕊
木
謬
鷲
甦

Y
三
ぽ
三
に
k
い
T
・
汀
パ
じ
三

戸パ
陵
展
ラ
旦
β
．
を
築
，
、
も
の
L
亘

i
l

ぐ
は
日
庇
の
旨
渡
L
と
｛
f
　
f
。
こ
T
1

時
，
脈
が
氾
ぺ
”
ぷ
バ
ぷ
、
ら
な
　
ほ
．
、
と
－
－
t

戸
い
川
、
　
2
1
－
b
強
く
穗
川
川
ビ
俗
々
”

1
、
い
ゼ
，
L
れ
足
川
5
印
む
o
　
　
　
　
　
　
｛ 冨

謡
懸
設
田
拓
鐘
庶
竺

川
き
ウ
し
化
幕
貰
で
あ
り
ま
寸
。
ご
三

．
刊
う
が
勤
捗
W
音
に
ご
つ
て
は
ど
う
で
一

｝

ば
い
せ
う
、
毎
月
の
給
科
か
ら
税
金
を
天
一

汀
引
荒
る
の
で
そ
の
負
挽
は
他
昆

舶
誹
総
無
ほ
鷲
珊
竺

o）

＝

て
婁
†
・
そ
こ
＿
）
÷
w
e
入
の
竺

　
　
午
前
以
て
納
掩
o
責
金
と
し
て
e
s
立
一

　
　
て
‥
は
く
日
に
す
2
1
ば
村
聾
W
健
亭
七

　

儒
ぴ
鴇
轄
当
樫
に
川
虫
る
ご
，
、
口
う
岡
n

　
　
　
膓
，
，
弍
ヤ
・
り
　
t
J
し
4
t
　
！
t
　
5
i
　
t
s
P
、
v

　
　
中
十
戸
六
な
く
凱
に
克
分
押
．
味
知
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

　
　
き
こ
ろ
C
お
0
ま
す
‥
か
そ
O
a
行
弔

組
Zk

　や
　さ

　し

　い
　も

　の

で

　は
　な
　　く

　そ

　の
ノ
3

人
9　ltv　
　
　
　
o

H

g
i
n
y
l
＿
L
＿
／
｝
t
ー
一
＿
i
i
I

　

”
　
o
一

納

旦
　
一

15

1
　
ー
「

－
r
t
　
t

　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

栢頓［鷲　　日

　1　．＿
岬［所得税

⇒憾税
　　川　　定利税
　　貴蒔税

1胆醐
1帥馴涜
口＿＿＿
1

荷車税1

；
r
1
“
5
、
褒
の
負
担
r
右
，
刊
い
だ
＝
　
s

で
ち
ら
T
7
0
又
鞠
．
り
勘
ぱ
ノ
も
困
曾
＾

r
窒
・
こ
な
5
今
目
パ
國
ぴ
ε
，
～
九
　

と
四
け
れ
、
．
寸
が
納
期
に
っ
ど
、
け
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　
　
　
　

氾
さ
1
1
亡
．
事
が
あ
る
ご
M
－
ー
ー
－
斗
、
す
三

N
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’

　
　
　
　
　
　
　

懸
糠
⌒
櫟
難
嶽

ψ
　
　
ー
ヒ
‖
し
4
　
　
山
　
　
」

、
　
’
f
‘

は
一
五
八
七
三
七
五
円
で
最
高
は
［
戸

で

二
八
七
〇

五
円
と
な
つ
て
お
う
乙
の

金
額
は

保
瞼
の
蹴
債
て
計
上
さ
れ
た
も

の

て
’
之
w
1
般
市
偵
の
料
金
で
許
算

す
る
と
二
一
二
八
萬
山
以
上
に
な
る
が
陶

之
以
外
療
養
諸
耕
費
は
乙
の
二
倍
程
度

費
潴
せ
ら
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
寸
す
。

此

の

様
な
莫
大
な
診
療
費
を
患
者
の
家

庭
丈
て
負
担
す
る
N
と
に
す
れ
ぱ
相
常

の

資
産
家
て
な
い
限
b
倒
産
し
な
け
れ

ぱ

な
ら
な
い
で
あ
う
ま
せ
う
し
又
命
識

6
の
今
日
中
以
下
の
家
庭
で
は
保
瞼
診

療

に
よ
ら
な
い
で
現
金
治
療
と
な
る
と

，
思
う
様
に
憐
石
に
見
て
貰
う
乙
と
は

余
殺

困
難
な
ポ
て
は
な
S
で
せ
う
か
。

命

詰

’
が
深
刻
化
す
れ
ぼ
k
る
得
御
互

騨
緯
認
舗
酬
麗
鷲
竺

瞼
は
乙
の
粘
帥
に
λ
づ
s
て
設
け
ら
れ

た

も
の
で
あ
6
ヨ
ニ
9
。

家
に

本

け
の
國
式
健
康
保
瞼
の
概
嬰
に

つ

い
て

餉
棺
ビ
バ
明
致
し
ま
す
。

一
、

公

瞥
移
匂

　
　
昭

和

二

十
三
年

二
、
被
保
瞼
者
（
保
限
加
入
者
）

　

本
村
に
居
n
し
て
い
る
各
全
員

　
但
し
吹
の
m
き
人
々
は
除
外
さ
2
／
て

　
い
ま
す

：2s
　

ぶ

　

※

備
宥

i鷺

｛
1
1
《
甲
n
L
場
等
に
動
め
て
ゐ
て
共

濟
相
合
’
↓
に
加
入
し
て
ゐ
る
人
々

前
記

の

場
合
世
帯
主
が
加
入
者
で

あ
る
と
き
は
そ
の
家
厳
奄
員

冤
け

者
及
外
國
人

　
　
　
異
助
の
際
は
十
日
以
内
に

荊
、染
病
亘囚謬鷲

　

1
療
食
の
給
付
（
傷
病
の
治
療
）

　
　

病

氣

負
傷
の
場
合
受
診
証
を
以
て

　
　

賭
師
の
治
療
を
受
け
ま
す

　
　
但

し
、
ス
・
・
て
元
シ
ン
o
　
l

難
蟻
卿
翌

四
’
保
瞼
騨
　
　
　
　
一

　
い
村
内
油
木
田
磯
の
雨
儲
師

N

g
屋
保
健
所

ぶ

鹿

兜
島
市
内
の
桑
騎
師
と
國
縣
立

　
　

病
院

五
。
一
部
負
担
金

　
　
同
民
健
康
保
瞼
に
よ
つ
て
冶
療
を

　
　
受

け
た
揚
合
は
宜
費
（
治
療
費
）
竺

ト
　
　
振
　
な
い
姿
の
供
出

　　時　前部落
　　割常＊・1　　　供出量　　％　　　　’　／　　　　　　　　　新　田　IQ24．

1862　115・2　6　内・牧

0

下
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膓にt書コ習n　　　773　　　30、0　　　3
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中村1225　18・9L
坐　下　1’144　　・R3・5　6

h，｝　　山奇　　2069　　　112、0　　　5

望ξ　　木　　2211　　　185、9　　　8

折小野　1↓〕14　　　0　0

Lllノ　ロ　　1359　　　】03、9　　　7

　　　　2バ∴”’　－o

　　　　’一・言て＝一
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　　　　　　　　　　　　　　　　　お　　　
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－
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早　瀬1431　　76・8
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（）　　0

6兀
0　　0

兜1～　　原　　　f：　025

邊志切　241r）

鶴　園　566b

　　　52・000

　　0
23いr｝

5B6、0

3n98、O

　旦
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　o－

　｛；

｛

　13

　5

　5

　0

　f＞

　9

E

46

　5

0

　9

Lo

6・5％

A
割
當
て
ら
れ
た
供
出
は
完
小
に
果
し

　
ま
せ
う

供

出
す
れ
ぱ
そ
れ
は
貯
合
と
な
り
e

　
手
形
を
侶
り
て
ゐ
る
人
は
供
出
で
返

濟
さ
れ
ま
す
。
末
だ
す
ん
で
い
な
い

　
人

は

早

邊
供
出
し
て
ド
さ
い
。

▲
仏

出
さ
れ
る
揚
杏
は
吹
の
点
に
江
意

し
て
下
さ
い
。

一

、
訓
製
を
よ
く
し
て
不
脊
格
に
な
ら

　
　
ぬ

標
に
し
ま
せ
う
o
不
合
格
品
は

　
　
供

出
の
封
象
と
は
な
0
ま
せ
ん

二
、
柴
種
．
L
代
替
さ
れ
る
場
ム
n
ぱ
、
代

　
　
替
で

あ
る
こ
と
を
は
つ
き
b
言
つ

　
　
て
入
庫
漂
K
記
入
し
て
昔
ひ
ま
せ

　
　
う
o

纈
盤
姶
璃
合
と
し
て
役

役

拐
は

保
瞼
料
と
一
部
負
拘
金
を

く
せ

”
闘
師
に
麦
彿
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　

（
未

完
）

身
体
障
害
者

　
　
幅
耐
法
の
あ
ら
ま
し

こ
の
身
体
障
害
者
禰
耐
法
は
’
本
年
四

月
一
H
か
ら
宜
施
さ
れ
・
g
f
f
し
た
が
’
現

在
幸
祠

で

あ
る
べ
き
人
が
肉
休
的
な
不

n
山
の
爲
に
苦
し
み
，
摺
み
つ
、
淋
し

く
其
の
日
を
逡
つ
て
い
る
人
÷
が
あ
る

こ
と
は
何
と
い
た
ま
し
い
こ
と
で
し
よ

う
か
o
　
こ
れ
s
の
と
も
す
れ
ぱ
不
幸

ζ
か
乙
ら
、
白
棄
の
氣
持
“
な
う
が
ち

l
（
“
を
O
ま
ー
カ
づ
」
・
↑
～
更
‘
・
、

　
　
　
J
t
s
　
i

緬
脇
擢
襲
誌
鯉
巖
認
勘

き
ん
、
今
こ
そ
燃
え
上
る
更
生
漉
慾
を
以

つ
て

立

ち
上
0
ま
せ
う
o

村
民
の

皆

さ
ん
、
身
体
の
不
自
由
な
之

等
の

人
々

の

友

と
な
b
杖
と
な
つ
て
そ

の

更
生
を
助
け
ま
し
よ
う
〇

一

、
こ
の
法
柑
で
身
体
障
害
者
と
は
盲

　

人
、
聾
唖
者
、
四
肢
切
断
．
叉
は
肢

鱗
舗
ぽ
雛
蒜
蝿
蒲
壁

　
府
縣
袖

事
か
ら
「
身
体
陪
害
者
丁
帳
一

　
」
の
交
付
を
受
け
た
人
々
を
言
ひ
ま
一

　
す
。

二
、
「
身
体
障
害
者
丁
帳
」
の
交
付
は
　
一

　
都
道

府
縣
知
事
の
指
定
し
π
騎
師
の
・

冷
暫
パ
と
粛
見
咋
に
巧
眞
を
ぱ
”
C
．

、
S
「
夢
仏
障
客
者
手
帳
交
付
申
請
書
」
一

　
を
市
町
村
役
膓
聯
山
知
市
に
捉
川
す

　
る
N
と
に
な
つ
て
い
　
p
t
す
〇

三
．
こ
の
法
祁
で
更
牛
援
護
の
方
法
と

　
し
て
は
、
大
部
分
の
人
々
が
援
護
と

　
t
s
l
t
：
へ
ば
合
銭
や
噺
晶
暫
伊
怜
術
が

　
あ
る
と
考
へ
が
ち
で
す
が
’
N
の
法

祁
て
な
さ
れ
る
更
生
按
喪
は
、
身
体

障
害
者

が
更
生
し
一
般
人
と
共
に
活

　

動

が

出
未
る
よ
う
に
す
る
と
事
に
竜

　

点
が
置
か
れ
、
大
体
久
の
よ
う
な
事

　

が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

い
身
体

障

害
者
の
級
生
の
予
防
や
早
期

　

治

療
及

び

援

護
想
想
指
導
啓
級

払

身
体
保
障
害
κ
の
宵
品
調
脊

ぶ

診

察
、
検
舎
’
及
び
g
正
相
訣

“

更

生
蝋
抜
講
｝
施
軸
パ
へ
の
牧
客
及
び
利
用

ふ
’
h
八
相
⌒
．
義
肢
．
補
聴
器
、
市
椅
子

　

、
舗
の
補
星
1
1
の
∴
父
村
や
修
興
P

I6
舩離
藷
内
の
斑
店
馨
M
墨

　
　
晋

及

事

扮
所
だ
よ
り

　
あ

水

和
の
管
理
に
つ
い
て

一

W
し
い
田
杣
、
u
拶
つ
て
ほ
つ
礼
二
息

一
　

と
い
う
所
て
し
㌃
つ
が
’
こ
7
1
か
ら

｝
　

牧
位
迄

い

ろ
ー
管
卿
が
必
要
に
な

｛

　

つ

て
参
b
な
す
の
て
そ
の
衷
点
k
つ

　
　
い
て
迅
．
べ
’
し
見
設
せ
う
。

　
い
中
刺
除
草

　
　
一
回
目
か
ら
三
日
間
迄
は
中
耕
を
主

　
　
休

に
、
四
回
目
は
除
草
本
位

　
、
n
巳
　
　
　
巴

　
　
ぷ
　
ロ
ヌ
　
　
　
　
ロ

　

　
一
回
目
柏
付
後
二
週
間
日
頃
反
當
二

　
　
貝
、
二
回
目
出
穂
前
二
市
杜
舷
鴛
一

　
　
貫
及
至
二
n

　
跳
地
　
干
　
し

　
　
植
付
後
五
十
日
目
頃
八
月
初
句
三
日

　
　
ー
四
日
落
水
し
ま
す
。

　
か
病
虫
害
の
防
除

　
r
、
ウ
ン
カ
の
適
期
駆
除
に
努
め
ま
せ

　
　
　
う
o

一

　
　

セ

ジ

ロ

は

七

月
中
句
以
後
が
焚
生

i　　
　
の
時
期
で
す
か
ら
獲
宅
を
見
た
ら

　
　

除
虫
汕
反
常
五
合
及
至
o
H
C
、

　
　

D
D
T
等
で
跡
除
し
ま
す
o

　
ロ
、
黒
椿
象
虫
（
フ
」
は
捕
殺
し
ま
せ
う

　
ハ
、
稻
熱
病
、
胡
凧
菓
枯
柄
の
予
防

　

末
然
防
止
の
爲
授
牛
前
に
銅
製
剤
．

　
　
又
は
川
H
ー
‥
ハ
斗
式
石
’
灰
ボ
ル
ド
ー
：
准

　

　
の
散
布
を
致
し
ま
せ
う
o
ボ
ル
ド
ー

　
　
液
は

大
豆
展

着

捌
、
水
一
斗
に
つ
き

　

三

－
五
匁
加
へ
’
反
営
八
斗
、

　

銅

製
剤
は

水
一
斗
に
一
四
匁
と
大
豆

　
　
展

着
剤
三

ー
五
匁
を
加
へ
反
當
八
斗

　
▲
廿
藷
の
管
理
木
年
度
は
苗
の
生
育
不

　

良
の
た
め
苅
が
不
足
し
、
植
付
が
後

　

れ

て
い
る
の
で
、
今
後
植
村
け
る
も

　

の

は
、
農
林
2
號
，
同
7
肌
鋪
の
口
卜

蒜
馨
齢
懸
號
鍛
麟
譜

蕊
場
・
絶
霞
厚
生
係
汗
細
刷
問
へ
”
元

三
ま
。
　
・
紐
務
聾
・
係
二

　
販
責

6
國

有
欽
道
の
放
客
運
賀
の
割
引

10

所
得
税
法
に

よ
6
憩
所
得
合
額
か
ら

　
一
人
に
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